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ごあいさつ

工学部長山口 惇

横浜国立大学工学部は、大正9(1920)年創立の横浜高等

工業学校に始まり、横浜工業専門学校を経て、昭和24

(1949)年学制改革により横浜国立大学として統合され、本

年80周年を迎えました。

横浜高等工業学校は、鈴木達治初代校長のリーダシップ

の下に、「名教自然」に象徴される教育理念に基づいた個性あ

ふれる教育を実施しました。「名教自然」は、工学教育と言え

ども基幹は人づくりであり、それは自学自律により培われる

の意であると、私は理解しております。加えて、先生は、横

浜の産業振興にも力を尽くされました。

ζの鈴木先生の薫陶を受け継ぎ、本工学部も昭和 35

(1960)年に工学基礎教育を我が国で初めて導入しました

し、同38(1963)年の大学院工学研究科修士課程の設置、

同60(1985)年の博士課程の設置は、いすれも新制大学と

して最初であります。このことは、本工学部の教育研究に対

する評価の高いととを示しております。

数十年の歴史と伝統に培われた特徴は、今日、本学の理念

として、 「実践的学聞を尊重する大学」、 「高い国際性をもっ

大学」、「社会に聞かれた大学」、さらに「課題に積極的に挑戦

する大学Jにまとめられています。私共は、今後ともこの理

念の下に、教育、研究、さらには社会貢献の面で、社会の期

待に応えていく所存であります。

国立大学の通弊でもありますが、本学部としても、種々の

先進的な取組みゃ実績を持ちながう、外部への広報活動に欠

けることを残念に感じておりましたが、工学部創立80周年

記念事業の一環として、卒業生の活躍等を通して本学部の特

徴と個性を紹介し、理解を願うことになりました。

終わりになりましたが、ご多用中にもかかわらす執筆頂い

た卒業生、また企画編集に当うれた委員の皆様に謝意を表し

ます。
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工学部は、大正9年 1月に設置された横浜高等工業学校から数えて

2000年で創立80周年となる。昭和24年5月31日に、機械工学、

応用化学、電気化学、建築学、造船工学及び電気工学の6学科と、

第二部機械工学及び応用化学の2学科が構成された。

横浜は国際港をもっ首都圏に近い立地と、有数の基幹産業をもっ

環境から、教官も学生も最新の科学技術に直接、間接的に触れる機

会に恵まれ、工学部は発展してきた。昭和38年には新制大学で初

めて大学院工学研究科修士課程が設置され、昭和60年に博士課程

常盤台移転後の弘明寺キャンパス (1978年夏)/慢影吉田鍋市教授

が設置された。この時、分野を超えた領域で活躍できる人材の輩出

の要請に応えるため、 12学科まで細分化された学科を4学科に改

組した。機械工学と金属工学が生産工学に、応用化学，材料化学(1日

電気化学)，化学工学，安全工学とエネルギー材料研究施設が物質工

学に、建築学、土木工学、船舶・海洋工学(1日造船工学)が建設学lこ、

電気工学と情報工学が電子情報工学に改組し、第二部機械工学と応

用化学は第二部生産工学と物質工学に改組し勤労青年の教育のみな

うす、社会人の高等教育にも対応できるようにした。平成9年 10

横浜国立大学は、現在の常盤台地区に統合されるまでは、複数のキャンパスから構成されていた。

とれらの写真は統合以前に工学部があった弘明寺キャンパスである。工学部は昭和52年かう昭和

54年にかけて、常盤台キャンパスに移転した。
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月から知能物理工学が理工系教育の強化を目的に首都圏では数少

ない新設学科として開設された。一方、大学院工学研究科は上記

改組時の生産工学、物質工学、計画建設学、電子情報工学に、平

成8年かう独立専攻として人工環境システム学が加わり、5専攻

の博士課程からなっている。大学院には、本学工学部のみなうす

他学部や他大学からの学生、留学生、社会人学生ら毎年約500名

が前期課程(修士相当)に入学し、約90名が後期課程(博士相当)1こ

進学または入学し、日夜、科学授やfdの新しい課題に挑戦している。

弘明寺キャンパス全景
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。95年夏マレーシア目立家電工場劃l立15周年記念植樹式(マレ シア政府要人と)

亀井俊郎
森田和夫
もりた かす・お

かめいとしお (株)日立製作所監査役(元副社長)
昭和30年電気卒川崎重工業(株)会長

昭和30年造船卒

幼時期を漁港で過ごした頃からの憧れがい

つしか造船技術者の道を選び、我国造船業が

黄金期を迎えんとする 1950年代の後半を、

神戸の造船所で、駆け出しの現場妓師として

汗を流していた。次第に生産管理技術を専門

とするようになり、船を離れて鋼構造物全般

に係わり、教室で学んだ造船学とは無縁にな

って行った。その後、思いもかけす企業経営

に携わることとなったが、船の建造経験によ

って得た、プロジェクト・マネージメントやシ

ステム工学の技術が大いに役立つている。そ

してその中には、弘明寺生活の総てが肥料と

して凝縮していると自負している。初志に反

して造船を離れてから、再びこれに係わると

とは有り得ないと、とうの昔諦めていたが、

図らすも日本造船土業会会長として、将に存

亡の危機にある業界の世話役を引き受け、我

国産業の基となった光輝ある造船業を、 21世

紀にどのように引き渡すのか苦闘しているこ

とを誇りにしている。

当時の電気工学科教育は基礎を身につけさ

せ、あとは自身の研鑓により如何なる分野に

も対応出来ることを眼目としたもので、この

考え方は後年実務上で大変役に立った。卒業

時は戦後復興から産業立国へのインフラ整備、

拡充の時代であり、小生は電力遮断器の開発

を通じ社会の進歩に参加したいと考え目立に

入社した。しかし配属は遮断器と工場は同じ

であったが、変電関係の制御にかかわる部門

であり、早速研鏡に励んだことは言うまでも

ない。仕事の関係で初めて海外出張(米国へ約

2ヶ月)を命ぜうれたのは入社3年目に入った

時のことであった。工場長から「若い人を出す

テストケースであり(それ迄、海外出張はまだ

珍しく年配者が主であった)、その成果によっ

て爾後の考え方を決める」と言われ肩の荷が重

くなったことを覚えている。(ついで乍ら当時

はビザ申請時に米国領事の前で遵法の宣誓を

させられたり、両手指紋をとうれたりした。

飛行機もプロペラ機の時代であった)。以後、

職場も仕事も種々変わったがその都度、横国

大の教育理念を思い出し変化に対応出来たと

言えよう。

若人よ、事にあたっては広い視野と高い志

をもって挑戦をして頂きたい。その為の自己

研鎖をお願いしたい。

告卒業生の寄稿原稿の表題のうち*印を付したものは、編集委員会が作成したものである。
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彦坂陸
ひこさか へい

いすヅ自動車(株)理事
((株)いすず自動車中央研究所元社長)

昭和31年機械事

小学生で終戦を迎えた私は、進駐米軍の格好いいジープと焼け

跡の街中を走り始めたまばゆいばかりの外車に心を奪われ、すぐ

に車種や年式を一言で言い当てる“自動車少年"になりました。

その後、横浜国大の機械工学科に入学し、自動車部の一員として

クラブ活動に精を出すようになったのは当然の成り行きでした。

また、当時の償浜国大は、旧制工専の自由で現物主義的な雰囲気

と、新制大学として東大などから招鰐された理論面で権威の先生

方の授業とが溶け合い、私達は理論的勉強と、設計、工作など実

社会的技術の両面に楽しく真面目に取り組んでいた気がします。

クラブ活動も含め、これうが社会にでて技術開発や経営に携わっ

た際に大変役に立ったことを実感しています。

私の本職になった自動車技術は機械工学分野の代表的なものの

ーっと言えると思います。その自動車技術の進歩が、私が学生の

頃には 1000人lこ1台しか日本になかった乗用車が今では2人に

1台近くを所有する時代に変化させました。これにより私達は、

より便利で快適な“文明の利器"を手に入れました。また同時に、

技術の発達により生するマイナス面への対応技術として安全や環

境面の開発も強力に進められてきました。これから迎える21世

紀は、 IT革命の時代といわれますが、機械工学の分野での課題は

たくさんあります。グローパルな視点かうの、 ITを中心|こした自

動安全運転システムの実用化と、エネルギーの新しい利用技術開

発とが、安全、環境にやさしい新しいクルマ社会を作り上げるた

めの重要課題であると思います。(下図参照)

前に述べましたように、当大学の伝統ともいえる、理論と実用

両側面が融合した勉学と、これにプラスして“開国の地"横浜で国

際人としての素養を身につける活動を強めて、わが横浜国大が新

世紀に国際的に活躍できる優秀な人材を産み出してゆくことを期

待しています。

作曲聞，句W酬胴帽柚

コントCトラ
Z副

電波やレ ザ・をクルマかう発信して、周
囲のクルマ拡どを検知して事故を起こさな
いようにする研究が進められている。ζの
図は、ドライバ がよそ見忽どをしても追
突し芯いように嘗報を発したり、自動的に
ブレーキがかかるシステムの研究例。この
ように、人間のミスを自動的に補って事肢
を防いだり、車内と外部とを情報通信でつ
ないで車の利便性や安全住を増す恕どのシ
ステムも色々と研究されている。
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技術官僚から国会ヘ*

2000.7.18 金融特別委員会代表質問

戸田邦司
とだ くにじ

参議院議員
昭和34年造船率

私の生れ育った故郷は太平洋を一望する

漁師町でありました。木造漁船の建造修理

や当時の焼玉エンジンの分解組み立てを、

飽かすfこ眺めるのが放課後の楽しみであっ

たことを考えれば、造船を専攻したことは

極めて自然の成り行きであったといってよ

いでしょう。

その後技術系行政官としての半生を振り

返る時、大学時代に学んだ特に基礎的芯こ

とは、常に仕事の依りどころになってきた

と思います。

1965年頃の経済企画庁時代、さうに運

輸省海運局時代に海運や経済について学ん

だことはその後の行政判断に大いに役立ち

ました。殊に運輸省最後のポスト海上妓術

安全局長として、国際的に多くの困難に直

面していた日本の造船産業行政を自分自身

で担当することになったことは、まことに

感慨深いものがありました。

今また国政の場において、新たな政策に

よりわが国のすべてを一新して、二十一世

紀には光り輝く日本を実現すべく努める毎

日でありますが、それにしても人生学ぶべ

きことが如何に多いことかと思い知うされ

る日々であります。
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人材教育の講義している筆者

私の技術者としての原点は友成研究室にあります。先生

の素晴うしい講義とひた向きな研究開発への情熱に圧倒さ

れ、感化されて、生涯の規範が出来ました。当時は就職難

で、私が入社したのは小さな時計部品製造業の山本製作所

でした。旺盛な企業化精神を持つ社長は、多角化の為の種

探しの目的で、私をスイス、ドイツ、フランス、イタリ一、

アメリ力へ二ヶ月間の調査旅行に派遣しました。当時コン

ビュータの世界に君臨するIBMの工場を見学するという幸

運に恵まれ、奇しくもその工場で最先端のプリント配線板

に、生まれて初めてお目にかかりました，帰国後、それが

縁で日本IBMかうプリント板の試作の話しが突然舞い込ん

できました。社長に相談すると、天下のIBMからの降って

湧いたようなお話し|こ、「資金は何とでもするかう是非応募

してくれ。あなたに全て任せます」と興奮を隠せない様子で

した。このチャンスを不屈の精神でモノにし、高信頼多層

プリント板という新分野の事業に進出することができまし

た。折しも、日本にも国産コンビュータ時代の夜明けがや

ってきて、最先端技術を開発した山本は、競争相手の居砿

い分野で高収益を誇る会社に発展しました。正に当時のハ

イテクベンチャーといえましょう。

山本での仕事が一段落したとき、超優良企業ファナック

の稲葉社長から請われて、 CNC用の多層プリント板の最新

鋭自動工場を作るととになりました。3年余にわたり小数

精鋭の研究員が寝食を忘れて研究開発に取り組みました。

完成された工場は画期的なもので、大河内賞に応募するこ

とになりました。

世界初の多層プリント板の全自動生産システムと、業界

初の新技術の本格的な実用化などが、審査員の先生方全員

の高い評価を勝ち取ることができました。1996年3月

13日 日本工業クラフにおいて、大河内記念賞の授賞の

栄に浴しました。これはプリント板一筋に賭けた人生の貴

い記念になりました、乙の分野は電子機器の中核をなす半

導体の進歩と歩調を合わせて、 21世紀も限界の高密度実

装を追求して、限り無い進歩を続けていくものと思います。

私が大学に入学した 1960年代は、日本の石油

化学産業が将に飛躍している時期でした。その活気

に惹かれて、私は応用化学を選びました。

大学に入り専門課程に進んでからは実験が下手で

随分苦労しました。卒業論文でも、比較的実験が少

ないと誤解をし物理化学を選んだわけです。

そこで接した担当教授の学問に対する厳しさを通

して、その後の社会生活の基盤になるいくつかの考

えを教わったと今も考えています。

「事実を素直に見、それを受け入れろ」とか「予測

と結果の遣いは、新しい発見の芽かもしれないJ

等々。今は、直接化学とは関係の少ないエレクトロ

二クス分野の仕事をしていますが、十分役立ってい

る物の見方です。

私にとって大学は、学問をする所であったと同時

に、先生方や友だちを通して、人生の生き方を学ん

だ所でもありました。

事
実
を
見
る
目

蛭田史郎
ひるた しろう

旭化成工業(株)副社長
昭和39年応化率

全自動製造工場でのロポッ トによる加工
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(株)日清紡美合工場研究所
顧問(前所長)
昭和36年応化卒

関係性科学としての

都市防災

昭和36年卒業と同時に畑違いで地昧芯紡績会社

に入ったのは、教授の薦めに素直に従ったもの。父

親かうは本気で反対されたが、本人は呑気であった。

実を云えばグリークラブで大半の時聞を過ごしてい

たので、会社のことは何も知らなかった。

入社早々ニューコットンと呼ばれた綿の防鍛加工

の開発に関係した。以来との分野に断続的に携わる

事と芯り、幸いにも2回の大きな成功をおさめた。

1回目は昭和40年のパーマネントプレスで、こ

れにより日清紡のシャツ生地のシェアを3倍に伸ば

した。2回目は平成5年の形態安定加工で、日経の

優秀製品に選ばれテレビに何回も出た。現在でも主

力製品であり、英国のマークスアンドスペンサーに

も販売されている。

大学 1年生の時の課題で海外文献の調査があり、

それがきっかけで英語の文献に慣れていた事が、会

社での海外情報の把握や交渉に大いに役立った。英

会話も好きで続けているうち卜ーイック700点に

なった。最近でも国際学会で研究発表をしている。

今後も可能な限り開発業務を続けるつもりであ

る。
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日清紡

英国マ クアンドスペンサー

私は、田和35年の建築学科の卒業で大学では建築

音響学を学び、横国大グリークラブ定期演奏会で使

っていた、当時音響的に最も秀れていた神奈川県立

音楽堂の音響設計を手がけていた、東大生研の渡辺

要研究室に進学した。渡辺先生は建築計画原論の大

家で、建築音響と言えば建築空間と音の物理量の関

係かと考えていた私に、人間の存在の重要性を教え

込んで下さった。そのことが都市計画の領域で防災

の研究を始めるきっかけとなり、都市環境という複

雑系の関係性の解明へと結びつき、関係性を科学す

るため災害や事故の現場を師としてきた。工学部で

は物を “つくる"という意昧かうプラスのプログラ

ムの研究をやっているが、災害や事故は“こわす"と

いうマイナスのプログラムの研究で、研究を始めた

1962年当時は多くの研究者かうやめた方が良い

と言われつづけた。しかし現在では生態学としての

都市環境の研究には欠かせないことが分かつて来

た。とのような観点かう、人工環境システム学は

21世紀の地球にとって欠かせない研究領域だと考

村上慮直

防災都市計画研究所
名誉所長
昭和35年建築卒

製品に付けられるタグ

えている。
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中西準子
なかにし じゅんこ

横浜国立大学環境科学研究センター教授
昭和36年応化卒

活躍する人材か5のメッセージ.
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実
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次宇
の宙
W~\ 

代22
J¥号安

を

菊山紀彦

宇宙開発事業団招謄研究員
(元参与)

rSFUJを回収し帰国した若田宇宙
飛行士を筑波宇宙センターに迎えて

1991年かう 1995年まで4年半、種子島宇宙

センターに勤務しました。H-lIロケット開発の最

終段階と、 H-lIロケット 1、2、3号機の打上に携

わりました。

1995年から 1997年まで筑波宇宙センターに

勤務し、国際宇宙ステーションの建造、宇宙飛行士

の訓練、人工衛星の試験と検査、人工衛星の追跡・

管制などに携わりました。

H-IIロケット3号機でrSFUJという人工衛星を打

ち上げ、とれを若田光一宇宙飛行士がスペースシャ

トルで回収したことは印象深い出来事でした。

現在はこのような経験をもとに、宇宙開発を広く知

っていただくための広報の仕事をしています。主な

内容は講演、著作、新聞や雑誌への投稿、テレビ出

演などです。

広報の対象の階層は様々ですが、わたしが最も力

を入れているのは幼稚園児と小学生の母親への講演

です。小、中、高校生、教師への講演にもカを入れ

ています。

21世紀の日本が 1960年代の活気を再び取り戻

すためには、子供たちが科学と技術に興味を持って

くれることが欠かせないと思っています。

大学卒業後、東京大学大学院に進み、工学僧士の

学位をとりましたが、就職先はありませんでした。

女の博士は困ると言われました。たまたま、空いて

いた東大工学部都市工学科の助手になりました。下

水処理の講座でしたが、話を聞いてみると薗臼そう

なので、との分野に飛び込み、土木工学をーから勉

強しました。私は、従来の土木工学とはちがう下水

道計画の考えを提出したので、村八分のような排斥

を受けました。しかし、その正しさと新しさは、今

では誰もが認めてくれると思います。私の提案した

個人下水道は、今では、日本中の市町村で採用され

ていますかう。応用化学で実証の精神を、土木工学

で、面的な広がりの中で物を見るととを学びました。

河川計画の過程で、 リスク評価の必要性を痛感し、

十数年前かう、環境リスク論の研究をはじめ、まさ

に、この分野を切り開いてきました。今は、化学物

質のリスク評価に、寝食を忘れています。本当に面

白いです。いつのまにか、また、化学に戻っている

のも不思議な縁です。

アマゾンの水銀汚染調査lこ7年間従事。ブラジルの地図を使って説明

アポロ11号で月着陸を果たしたオル ドりン宇宙飛行士と
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時代は

工学部出身者を

求めている

三次元CGソフト開発会社サ
イドエフ工クトソフトウエ
ア(カナダトロン ト)もクラ
イアントのつ。同社の製晶
は映画「マ トリ ックスム 「フ
ァイ トクラブム 「工グジスタ
ンス」等で使われた。日本で
はゲームソフトメ力や
テレビCM制作会社が主な取
引先。

宇於崎裕美
うおざきひろみ

(有)工ン力ツ社取締役社長
昭和57年安全卒

昭和40年化学工学科に入学。 4期生。私が入学

した年時に初めて 1年生から4年生までの学年が揃

った、生まれたばかりの学科であった。

入学式でのオリエンテーションで、化学工学は装

置の中身、即ち化学反応工学と外身の機械工学を学

ぶ学科、と説明を先生方かう受けた。

学生時代は大学紛争の真つ只中でキャンパスも相

当の期間閉鎖、卒業式もできす、充分な学習はでき

なかった。日揮の南涛(なんと)先生の講義は印象深

く、実社会での仕事への理解の橋渡しとなり、 「生

産施設設計」と単位操作の「化学機械の理論と計算」

は即実践に役立った。

若い内か5フラント建設全体に係わる仕事を任さ

れてきた点でやりがいがあった。海外でも、マレー

シアの次にスペインで6年半硫酸化プラント、非イ

オン製造プラント等の建設、試運転、工場の運営に

傍わった。

今後は環境循環型社会に対応した工業、 化石エネ

ルギーから新クリーンエネルギー利用の転換、世界

的な人口増加と食糧不足に対応した食物、野菜製造

工場がかなり出現するだろう。このような場面でも、

化学工学は必然的に活躍が期待されるものと思われ

「円滑なコミュ二ケーションとビジネスを実現す

る経嘗コンサルティング会社、エンカツ社」を運営

しています。さて、工学とは宇宙の真理を追求しそ

れを人閣の社会生活に役立てるための学問です。そ

の哲学や手法は経営コンサルタントの仕事に大いに

役立ちます。業務に必要な観察眼や分析能力、社会

への影響を推論する力は工学部の学生時代に養われ

ました。最近話題となっている危機管理や環境問題

についても安全工学科の講義で学びました。

従来文系の分野とされていた経営コンサルタント

や金融アナリスト、弁護士の世界で今、工学部出身

者が大活躍しています。いかなる企業活動にも高度

な科学技術の応用が不可欠となり、あらゆるスペシ

ャリストに鋭い科学的判断力が要求されるようにな

ってきたからです。よって、とれかう進路を決めよ

うという若い人々に私は工学部をお奨めします。工

学部で頭脳を鍛えることによって将来の活躍の場が

広がります。

情報システム統括時代

る。
クライアントの全米日系人博物館(米国
ロサンゼルス)の名誉理事会会長ダニエ
ルイノウ工上院議員と。日系アメリカ
人は、戦後、日本の工業製晶の米国市
場参入に際し日本企業に協力、日米関
係改善に貢献した。

当社はスペイン力ンタブリア州地域開発公社東京連絡事務
所を代行している。同州への工場誘致のため日本各地のメー
力ーを訪問。
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母校を誇りに本

早間玲子
はやま れいと

建築家、
A.A.T. ReilくoHAYAMA 
昭和33年建築卒

合瓦
涯教
仏皇
30 ~三
年を

専務取締役付

モハマドライース
(株)林原生物化学研究所
昭和39年応化卒

外国人留学生として日本語のハンディを背負った

私が、無試験・無採点・無賞罰、三無式のユニークな

伝統的習慣で知られた横浜国立大学工学部応用化学

科(阿部滋弘研究室)を卒業したのは昭和39年であ

る。卒業までの4年間、私は専門知識を獲得したば

かりでなく、日本語にも自信をつけ、数多くの友人

や恩師に恵まれた。ヨッ ト部で体を鍛え、人間関係

を学び、人生の楽しみ方を覚えた。

在学中にまた、沢山の情報の中から必要な知識を

選び出す方法やその知識を生かす知恵も教わった。

人生で直面する問題の解決法、言い換えれば社会的

教養を身に付けたのもここだった。これは母校の先

生方の個性的な教え方と校風の錫物であると確信し

ている。

社会に出てからは、プラン卜建設をはじめ、 化学

関連の仕事を世界10か国以上でこなした。今は岡

山市の会社で微生物・酵素・ヒ ト細胞・生理活性物質

の研究や製晶開発、広報等幅広い仕事を続けている。

こうした経験ができるのも、母校で4年間の充実し

た時間を過ごしたお陰だと信じている。

私の母校は、いつの時代にも適用する人材作りの

名校だ。今回工学部の80周年記念にあたり、改め

て誇りに思っている。

工学部正門を飾る「名教自然Jのオベリスクに期

待を寄せて入学を果たしたものの、紅一点、女子

高等学校出身の私には、苦節の時代であった。医

学を志しつつも、この分野を選択したにも拘わう

す、心身腐心の境地に到るのは、 10年も後の事で

あるかう、当時は暗中模索、吸収力だけは旺盛な

大学時代の私に、一学徒の個性を尊重しながら、

人間の住環境進展の創造に奉仕すべき建築への炎

を点火して下さったのは、 山越邦彦教授である。

先生は、既に地球環境汚染を予見されておられた。

その後も渡仏に到る迄、貴重なと指導を戴いた恩

師である。在仏30年余り、祖国への期待は、本物

の先進国として、確乎たるアイデンティティをパ

ックとした日本である。社会改良に必須の先端技

術も、社会を構成する個人の尊重が基盤であり、

大学では、アイディアの出発点としての異なる個

性を受け入れる知性と寛容性を学んでほしい。夢

を実現に導く勇気を養ってほしい。これが「名教自

然」の意義である。

アトυ工で.模型を前にして

林原自然科学博物館内にてイギリスのお客様を案内
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国世*
際界
貢を
献舞

台

三宅敏之

国連工業開発機関

UNIDOプログラムのオープニングセレモ二一(ニューデリーにて)

光
フ
ァ
イ
バ
の
開
発

私は高校の頃から環境問題や産業安全に強い関心

を持ち、大学ではその分野での勉強をしたいと考え

ていました。そこで、当時日本で唯一安全工学科を

有する横浜国立大学を選択したのです。卒業論文、

修士論文で汚染物質の拡散の研究を行う一方で、国

内外の安全・環境問題をテーマとした論文を、定期

的に雑誌に投稿していました。論文執筆の資料収集

の為、在日ノルウ工一大使館、英国大使館、 ECの

オフィス等に足繁く通う中で、世界の環境や安全の

状況を垣間見ることができました。そして将来は、

国際機関を舞台に環境や産業安全に関連した仕事を

したいという夢を持つようになりました。横浜の先

生方からいただいた様々な援助のおかげで夢がかな

い、現在ウィーンに本部を置く国連工業開発機関で、

途上国の工業開発援助を目的とした仕事に従事して

います。環境保護や安全は工業開発にあたっての基

礎条件です。その意昧で、私が横浜で学んだ基礎知

識が現在の私の仕事に非常に役立っています。すで

に、海外での生活もインド、バンコク、そしてウィ

ーンと 10数年に及び、この間世界40数ヶ国を訪

問しました。出張の多い生活は大変ではありますが、

世界中の人々と仕事ができるのは大きな生きがいで

もあります。自由な校風を持ち、素晴5しい先生方

かう教えを受けることができ、また学生のチャレン

ジ精神をパックアップしてくれる横浜国立大学は、

世界を舞台にと夢見る学生にとって、またとない学

びの場となることでしょう。

稲田浩一
いなだこういち

(株)フジクラ専務取締役
昭和38年電気卒

現在の情報革命に及ぼすインターネットの恩恵は

計り知れないものが有る。その基盤を支えているの

が光ファイバであり、現在、世界中の海底や陸上に

くもの巣のように張り巡らされている。

光ファイパを広帯域の伝送路として使用できない

かと研究を開始したのは今から30年も前の、藤倉

電線(現在の株式会社フジクラ)に入社して6、ア年

の頃であった。大学での専門は電気工学であり、入

社後もミリ波導波管の研究をしていたため、ガラス

に関する知識はほとんど無く、当初はだいぶ無駄な

実験もした。光ファイパを開発するためには、幅広

い知識が必要になる。一般の物理化学、工業数学、

信頼性工学、自動制御妓術、それに学会で発表する

ための英語力などである。いすれも卒業後に学んだ

ものであるが、卒業当時はパソコンも存在していな

かったかう、コンピュータの勉強をしたのも、当然

卒業後である。ドックイヤーと言われる時代になり、

技術革新が猛烈なスピードで動いていっても、日頃

の一歩一歩の積み重ねが重要だと思う。

UNIDO事務所のあるウィ ン国際センター

光ファイパを線引きする前段
階の母材 (VAD法で合成した
石英スロート)
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活躍する人材からのメッセージー

常
に
新
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研
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を
目
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し
て

世界中の高速・長距離

光通信を可能にした
キーデノすイスの開発本

伊藤龍男
いとうたっぉ

UCLA教授.IEEE-MTI
ソサ工ティ前会長
昭和41年電気修土了 清 野 賓

せいのみのる

異なる研究分野、例えば電磁波と半導体を有機的

に組み合わせると、新しい研究分野が生まれます。

小型アンテナと半導体を組み合わせて、高効率のワ

イヤレス送信機を簡単に作れるようになり(写真)、

マイクロ波線路と半導体素子を組み合わせ、新しい

高速大電力の光通信用検出器の実現に成功しました

(図)。それに伴い、新しい基礎的な研究テーマが産

まれました。このように科学領域は将来ますます僧

加し、新しい研究分野が創り出され、社会にインパ

クトを与えるでしょう。例えば電子物性、生物素材、

生体情報処理などがおEいにまたは他の分野と融合

する可能性があります。そのような状況に貢献する

には、基礎を重視した教育が大切です。国大で、実

験を重視し、現象を物理的に理解するよう教えうれ

たこと、修士課程においても広範な基礎科目を勉強

したことが想い出されます。

(株)富士通研究所主幹研究員
昭和53年電気修士了

私は富士通研究所に入社してすぐに光デバイスの

研究を開始しましたが、とくに世の中の人があき5

めた事、まだだれもやっていないテーマを心がけて

きました。光通信に高速性が求められ始めた 10年

|まど前に、すでに半導体レーザの直接変調では追い

つかないスピードになり始めていましたが、外部変

調器として考えうれたニオブ酸リチウムと言う光学

結品をつかった導波路型変調器(高速の電気信号を

光信号に変換するデバイス)は、周囲の温度変動や

時間経過によって特性が容易に大幅に変化してしま

い、だれも使いこなすことが出来ない材料と思われ

ていました。この原因を解明し、これを解決する多

くの発明をして、高速光変調器を世界に先駆けて開

発しました。このデバイスは世界中の高速-長距離

光通信システムに使われており、開発した技術無し

では実現できないと自負しております。

すでに卒業して25年たちますが、未だに大学で

の知識が研究活動のベースとなっており、横浜国大

の教育カリキュラムの周到さに感謝しております。

InP Substrate 
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* 
世界初の大容量

無段変速機の開発

中野正樹
なかの まさき

日産自動車(株)総合研究所
昭和58年電気卒

私は昭和58年に電気工学科を卒業し日産自動車

に就職、 CVT(無段変速機)を一貫して研究してまい

りました。日産では横国大工学部出身の方々が多数

活躍されています。

昭和60年に金属ベルト式CVTの次テーマとして

大容量ダブルキャビティトロイ夕、ル型CVTに着手

したのですが欧米で過去 100年来の難解テーマで

もありました。現在の生産工学科の田中先生より母

校での先進的なトロイダル型CVT研究のご紹介も

あり共同研究を進めるととになりました。

その当時の トロイダルCVTはシングルキャビテ

ィといって容量はベルトドライブCVTと同じ位の

ものです。大容量化にむけてブレークスルーするき

っかけは、機能に対して簡素化する事と対称性を守

るための支持構造に気づいたことです。基本に返り

前例にとうわれなかったことが歴史を打ち破ること

になりました。

世界初の工クストロイドCVTは多方面かう賞を

いただくことができました。現在は更に発展させた

新しいパワートレンシステムを研究中です。
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設燃次*
計 料世
向 電代
莞池型

の

黒田健一

富士電機(株)
事業開発室燃料電池部

私は、大学時代の卒業研究をきっかけに、富士電

機(株)に入社し、現在りん酸形燃料電池の開発を行

っています。燃料電池とは、水素(燃料)と酸素(酸

化剤)かう直接電気を取出す発電装置で、高発電効

率・低公害等の優れた特徴を有しています。このた

め、地球環境問題の救世主として、現在、国・メー

カー・大学が協力して、発電所・コージ工ネレーショ

ン・自動車向けの開発を進めています。エネルギー

工学の太田・神谷研究室は、燃料電池に関する基礎

研究を幅広く行っていて、どの研究も最先端を行く

ものとして高く評価されています。私は同研究室で

代替電極材料の研究を行いましたが、基本原理や解

析手法等の知識の会得だけでなく、現象を客観的に

評価する姿勢を学ぶことができたと思います。

現在、 会社ではプラン卜の基本設計を担当してい

ますが、その姿勢は物作りにおいても製品の改良や

トラブル解析等の面で大いに役立っています。今後

は、ユーザーの立場にたって新規需要を開拓し、燃

料電池の普及?広大の形で社会に貢献していきたいと

思います。

.')ん酸形燃料電池の原理

G 「士寸錨料樋 e-.... 
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賞金属継線
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活躍する人材か5のメッセージ

「
生
き
物
の
よ
う
な

都
市
空
間
」
を
つ
く
る

建築家
渡辺誠/アーキテクツオフィス代表
昭和49年建築卒/
昭和51年同修士了

建築の設計をしています。そのかたわう、東京電

機大学と法政大学でも教えています。

学校や集合住宅や、コミュ二ティ施設、海外での

アートワークなどのほか、東京の臨海副都心には都

市のインフラを説明する「共同溝展示場」を設計しま

した。都市のインフラといえばもうひとつ、ことし

完成の、地下鉄大江戸線「飯田橋駅」があります。こ

こでは、コンビュータプログラムで建築を発生させ

る、新しい試みを行いました。これは、 「誘導都市」

という名で学生諸君と共に、ここ 10年以上続けて

きた研究プロジェク トの、実施版です。ふつう設計

というのは、建築や都市を「つくる」ことなのですが、

考えかたを変えて、つくるのではなく、建築を植物

のように「芽生え育てるJことができないか、という

構想です。コンビュータとヒトの脳が協力して、

「生き物のような都市空間」を生みだそうという考え

です。もっと柔軟で、さうに多様で、それでいて力

強い、「自然」のような生き生きした都市ができたう、

と思うのです。

(URL http・//www.makoto-architect.com) 
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川
代
昭

私が弘明寺の学含を巣立ったのは高度経済成長期

であった昭和41年であります。卒業研究は電気化

学科の中でもちょっと主流を外れた「亜硫酸ガスの

大気中における酸化反応Jという公害環境問題に関

連するテーマを選び、就職がpH計の製造メーカー

「東亜電波工業」ということで、初めての仕事が溶存

酸素センサーの開発でした。この技術を応用して各

種毒性ガスセンサを企業化するために、弱冠29才

にて今で言うベンチャ一企業を昭和8年設立致しま

した。当時他社に先駆けて電気化学に基づいたガス

センサを開発し、日本のみならす海外にも市場を求

めて、ヨーロッパ、北米にパートナーを探し合弁企

業を発足させました。現在世界中の化学工場をはじ

めとし、半導体製造工場に於いて安全の面から広く

これうの毒ガスセンサは用いられるようになりまし

た。設立後20数年経過し、年商 10億円の企業に

育て上げることが出来ました。これも大学に於いて

学んだ専門分野一筋に生きてきた不器用さが幸いし

ていると思います。今後も市場の要求に応えた製品

を開発していくつもりです。

K.MUSEUM (臨海副都心共同溝展示場)
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株式会社スクウェアにてゲーム開発

の総責任者およびアメリカ・ハワイ州に

あるスクウェアピクチャーズにて、全

編コンビュータグラフィックスによる

映画の制作をやっています。

両方に求めうれるものの 1つは「物語

と技術の両立jそしてもう 1つは「大組

織におけるワークフローの効率化と人

間関係の調整Jです。どちらも同じよう

芯こと芯のですが、要は我々が人間で

あるということの魅力的な部分と、人

間であるが故の不条理な部分とをいか

に融合させつつ、方向性をもたせて、

1つのものにまとめ上げるかというと

とが仕事なわけです。ただ、作品であ

っても組織であっても、まとめあがっ

た次のタイミンクでは半壊させます。

そして、次のチャレンジにスピーテ"イ

ーに挑みます。

無から何かを生み出す。だけど、そ

の生み出すものには価値がなければ意

昧がない。そのためにはチャレンジの

繰り返しが人間の最も優れた特性を引

き出すと思っています。

ヒーー
@FF Film Partners 

|活躍する人材か5のメッセージ

「
フ
ァ
イ
ナ
ル

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

の
世
界
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

坂口博信

(株)スクウェア代表取締役副社長
昭和57年電気入学

フルCG映画「ファイナルファンタジ」より
@FF Film Partners 

@FF Film Partners 
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生産工学科および生産工学専攻
Faculty 01 Engineeringl Oivision 01 Mechanical Engineering and Materials Science 
Graduate School 01 Engineeringl Oivision 01 Mechanical Engineering and Materials Science 

生産工学科、同専攻は 1985年の博士課程

の設立にともない、機械工学科と金属工学科

が一体となり、学部では 1学年当たり 143名、

同2部30名、専攻では、前期課程(修士)約

90名、間後期課程(博士)15名が学んでいま

す。学部教育では、1、2年次で生産工学の

分野に共通する基礎科目の習得に力点をおき、

3， 4年次においては学習分野に特色をもっ4

つの大講座、すなわち材料設計工学(金属、材

料の物理化学分野)、機械プロセス工学(材料

強度、加工分野)、熱流体エネルギー工学(熱、

流体分野)、及び機械システム工学(制御、設

計分野)で専門的な基礎科目の習得と卒業研究

を実施し、自主的に問題を解決する能力の育

成を行っています。一方、専攻では学部教育

に引き続き、より高度な研究課題のもとに研

績を積む体制が整っており、主要な研究テー

マとして、材料設計工学では、電子デバイス

等の材料物性、結品塑性、加工組織、塑性加

工、機能材料など、機械プロセス工学では機

械加工、機械材料、材料強度、構造力学など、

熱流体エネルギー工学では熱エネルギ利用、

熱学、流体エネルギ、エネルギ変換など、機

械システム工学では、機械要素、設計、制御、

管理、人工知能等を掲げ先端的な研究を行っ

ています。

写真ー1は原始列を識別できる透過電子顕微

鏡とアルミ二ュム合金中の析出物質と界面に

生じたクラックを観察した例、写真-2は表面

改質用PVD(Physicalvapor deposition)に

よる表面改質装置と、 Til¥lとTiAINかうなる

3μmの5層膜の成膜し、潤滑性と耐摩耗性

を両立する硬質皮膜の写真です。写真-3はデ

ーゼル噴霧の画像計測装置と観察例、写真-4

は3.2L排気量の自動車の4輪駆動用卜ラクシ

ヨンドライブ式CVT(無段変速装置)の設計開

発例です。

(URL http://www.me.ynu.ac.jp) 

3 軽油の噴霧状態の画像処理と観察例
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物質工学科および物質工学専攻
Faculty of Engineeringl Division of Materials Science and Chemical Engineering 
Graduate School of Engineeringl Division of Materials Science and Chemical Engineering 

物質工学科、同専攻は、 1985年の博士課

程設置に伴い、応用化学科、材料化学科、化

学工学科、安全工学科およびエネルギー材料

研究施設が一体となって再編・改組され、現在

は学部では 1学年あたり 160名、同2部30

名、専攻前期課程(修士)約180名、同後期課

程(博士)約25名が学んでいます。

本学科・専攻は、物質の成り立ちゃ性質、さ

らにはその変化を探求する学聞を塞礎として、

物質を材料やエネルギー、あるいは情報とし

て役立てるための技術を研究開発し、また、

自然に優しく、環境と調和する豊かな未来社

会の構築を目的として系統的に教育・研究を行

うことを理念としています。

学部教育では、 1年次には物質工学科に共

通する基礎科目の習得と少人数クラスによる

課題別基礎演習を行い、 2年次以降は機能物

質化学、化学生命工学、化学システム工学、

環境エネルギ一安全工学の4大講座に分かれ

て専門的芯教育を行っています。また実験技

術の習得に力を入れ、 1年次の教養科目実験

の他に、2年次には全学科共通の物質工学基

礎実験、 3年次には各大講座の特色を有する

専門実験を行っています。4年次には配属さ

れた各研究室での卒業研究によって、能動的

かつ創造的な研究姿勢を身につけ、さらに研

究発表会において、成果の発表と議論を行っ

ています。写真-1 1ま化学生命工学実験の高分

子合成実験風景です。

一方、専攻では、学部教育に引き続き、地

球や生命の起源かう機能性材料、革新的な化

学プロセス、環境や安全を尊重した技術シス

テム、次世代のエネルギー等、高度な研究課

題に取り組み、国内外で高く評価される成果

をあげています。写真-21志、遺伝子治療や生

命体を構成する生体分子の構造決定のための

超伝導高分解能核磁気共鳴装置、写真-3は老

化や癌化への関与が示唆されているタンパク

質の立体構造、写真-4は、工イズの悪性タン

パク震を捕捉するRNA分子の立体構造、写

真・5は小型・高出力で、 家庭用、自動車用の

次世代エネルギー源として期待が集まる固体

高分子型燃料電池です。

(URL http://www.bsk.ynu.ac.jp) 

1 化学生命工学実験の高分子合成実験風景

2 超伝導高分解能核磁気共鳴装置 4 エイズの悪性タンパク質を捕捉"9る
RNA分子の立体梅造(遺伝子治療への応
用が期待される)

5 国体高分子型燃料電池
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PEFC(高分子電解質型燃料電池)の原理
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建設学科および計画建設学専攻
Faculty of Engineeringl Division of Civil Engineering， Architecture and Marine Technology 
Graduate School of Engineeringl Division of Civil Engineering， Architecture and Marine Technology 

建設学科は土木工学・建築学・海洋工学の3

コースかう芯り、毎年130人の学生が入学し

ます。そのうち土木工学コースで約4分の l

の学生が、建築学コースで約半分の学生が、

そして海洋工学コースで約4分の 1の学生が

学んでいます。大学院の計画建設学専攻は土

木工学・建築学・船舶海洋工学・生態学の4分野

かうなり、毎年、博土前期課程には約90人、

博士後期課程には約 15人が入学しています。

建設学科は国際性・開放性という理念を掲げ

て、その実践を行っています。たとえば土木

工学と船舶海洋工学の分野には、英語で講義

と指導を受け、英語の論文を提出することに

よって博士の学位を得る留学生のための特別

コースがあり、そこかうは毎年数名の学位取

得者が出ていますし、建築学の分野でも、米

国の大学と提携して毎年数人の学生を留学さ

せ、先方からはさらに多数の留学生を受け入

れています。

教育・研究環境を見ても、いくつかの高度な

研究にたえる施設を備えていますが、特に土

木工学教室の試験風洞設備「都市大気環境シミ

ュレータ装置J(写真ー1)、船舶海洋工学教室の

大型試験水槽(写真-2)は建設学科の誇る研究

設備です。また建築学教室には、大型の建築

図面集などの洋書稀観本をはじめ内外の建築

図書を多数所蔵した図書室(写真・3)と、多数

のコンビュータを備えた設計教育室(通称アル

キメデス)(写真-4)を備え、学生・教官の活発

な利用対象となっています。もちろん、各教

室ともコンビュータ環境は非常に充実してい

ます。

(URL http://www.cvg.ynu.ac.jp/ 

index-j.html) 

(URL http://www.arc.ynu.ac.jp/) 

(URL http://www.shp.ynu.ac.jp/) 

4 多数のコンピュータを備えた設計教育室(通称アルキメデス)

1 都市大気環境シミュレータ装置

2 船舶海洋工学教室の大型試験水僧

3 図書室
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電子情報工学科/および電子情報工学専攻
Faculty of Engineeringl Division of Electrical and Computer Engineering 
Graduate School of Engineeringl Division of Electrical and Computer Engineering 

電子情報工学科/専攻は、 1985年の博士

課程設置に伴い、従来の電気工学科と情報工

学科を融合して生まれました。現在、学部約

160名、専攻前期約 100名、間後期約 10名

(いす・れも一学年当たり)が学んでいます。

本学科/専攻の教育は、 21世紀技術革新

の担い手の養成を目的としています。すなわ

ち、授術革新の著しい電気・電子・通信・情報工

学・数理科学の分野において総合能力を有し、

更に関連分野においても柔軟に活躍しうる人

材の養成を行ないます。

学部における専門教育は、各種実験を含む

必修科目、第一種選択科目、第二種選択科目、

卒業研究という4段階のカリキュラムかう構

成され、Eいに密接に関連し芯がう次第に専

門性を増すように効果的な教育を行なってい

ます。また、意欲のある学生の自主性を伸ば

すため任意習得科目「研究室ゼミJ、「課題実

験Jや開放端末室の利用はども推奨していま

す。

大学院においては、専門的芯研究能力に加

え、幅広く高度な知識を修得することを目標

としています。さらに、研究中間発表会等を

通じ、プレゼンテーション能力を磨く教育も

行っています。

本学科/専攻では、上記教育と密接に関連

する形で、電気エネルギー・システム制御、集

積システム、情報通信、情報工学、数理科学

など各分野において最先端の研究を活発に行

っています。各分野で国際的に活躍する教官

を揃え、クリーンルーム、需波暗室、高電圧

実験設備、試作ロボッ卜、マルチメディア情

報処理システム、計算機ネットワーク、各種

実験システムなどを擁しています。産業界に

密着した分野では研究成果の実用化、特許化

などを活発に行い、 また、基礎研究分野では

世界最高水準の成果を発表するなど、積極的

に研究を推進しています。

(URL http://www.dnj.ynu.ac.jp/DNJ/) 

1 クリーンルームでの研究風景

イ'.....;'.叫.!. 酎 I 占"dd山手EE調
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2 課題実験において学生が作成した3次元グラフィックス

3 学科端末室での演習風景
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Faculty of Engineeringl Division of Physics 

知能物理工学科は平成9年 10月に設置され

た新しい学科で、毎年90名の学生を受け入れ

ています。平成 12年に建物が完成して一層、

教育と研究の環境が調いました(写真-1 )。物理

学的手法とコンビューター科学とを組み合わせ

て基本原理に遡って新技術を開発するととがで

きる人材の養成を目指しています。1年次には

力学や電磁気学などの基礎科目を、2・3年;欠に

は量子力学などの専門科目を学び、4年次には

卒業研究を行います。本学科の教育は、学生が

白う学13i姿勢や発表する能力を養うとともに専

門に関係する語学力を修得することに重点を置

いています。そのために、実験科目では学生自

身で計画・実行し発表する「自主テーマ実験」を

設け(写真-2)、また、コンビューターを縦横に

使いとなすための実習科目や英文テキストを用

いた演習科目が 1-3年次で必修となっていま

す。平成 13年度から本学科の上に大学院工学

研究科の新専攻を発足させ、引き続き高度な能

力を持つ人材を育てる予定です。

本学科で行われている研究は、極限状態にお

ける物質の物理的性質を実験・理論・数値解析に

よって追求するものであるといえます。物質は

極限状態に置かれたときにその本性を表すかう

です。高温下で物質がイオンに解離しているプ

ラズマ状態を実験や数値解析により調べたり、

極短レーザが引き起こす現象を最新の装置を使

って観測したりします(写真・3)。また、物質の

量子的性質を極低温・強磁場などの環境下で調

べています。さうに、超高エネルギーにおける

素粒子の内部構造を実験や理論により追求して

います(写真-4)。国内外の研究グループや研究

機関との共同研究として行われているものが多

いことが特徴です。本学科の研究は人類がいま

だ踏み込んでいない領域に大胆に突き進むもの

と言えます。研究成果は次世代技術の基礎とな

るでしょう。

(URL http://www.phys.ynU.8C.jp) 

1 知能物理工学科棟。キャンパス西端の高台に位置し、富士山丹沢山の眺めはすばらしい。

2 学生実験の一風景。 3年次の実験では各研 3 超短パルスレーザー装置。半導体中の励起
究室で小人数のグループにより最先端の実験や キャリヤの時間応答や光化学反応の素過程怠ど
解析を行う。 物理現象の時間経過を詳細に追求することがで

きる。

4 日中共同研究によりチベッ ト高原Yangbaijing(僚高4300m)に設置<!れた空気シャワー観測装置。宇宙線に含まれるている高エネルギー素粒子の性質を謂べる。
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本専攻は、 1996年に設立された専攻で、

科学技術の発展に伴う利便性と自然環境との

調和を考えることを主要芯教育研究テーマに

掲げ¥civil.naval. mechanical. chemical. 

material. electronical. multimedia. secu-

rity. mathematical. visual. environmen-

tal等かう 12の教育研究分野を構成し、社会

科学的価値観も取り入れた工学・工業のあり方

を社会に提言して行くことを使命としていま

す。1学年当たり、博士課程前期(修士)は64

名、社会人特別選抜5名、博士課程後期(博

士)は26名、留学生約 15名が学んでいます。

圏内外の工学分野の学生はもとより、人文系

の学生も入学できるように試験科目の設定と、

修了するための授業科目を整備しています。

組織は3大講座にそれぞれ4教育研究分野を

配置し、環境調和システム学大講座(調和機械

システム学、空間制御工学、複雑機能空間学、

空間先進利用学)、物質循環利用工学大講座

(環境物質循環工学、環境新素材科学、熱・物

質システム工学、環境物質制御工学)、および

環境情報システム学大講座(マルチメディア情

報処理、視覚情報システム学、環境シミュレー

ション解析学、環境情報数理学)としています。

研究テーマには、人間と温熱環境、環境調

和機械、地域防災、 海洋空間利用、環境低負

荷材料、資源循環利用、環境物質の制御、環

境情報、視覚情報処理、情報セキュリテイ、

環境数理解析、などがあります。写真-1は

2000年4月に竣工した約9400m2の9階建

ての建物であり、写真-2は建築系の地図情報

をもとにした地域防災システムの研究風景、

写真-3は物質系のシナジセラミックスを創生

する電気炉、写真-4は画像情報処理系のメデ

イカル分野への3次元立体図の創生例です。

(URL http://www.ynu.ac.jp/jks/) 

対話処理部

.，均
一釧;，; 

1 2000年4月に唆工した人工環境システム工学榛

2 GISによる地媛防災システム構築の取組み風景 3 セラミックス膏l生電気炉

Solaris 2.5.11 Linux 

l塑E盟理I'.FJ盤霊園薗

XView / Xlib 

3 ;欠元画像編集部

3次元

グラフ画像

生成部

3;:欠元

領域分割

処理部

ボリュームレンダリング

↓↑ ↓↑ 

元画像

(mクセル)

4 3次元画像処理の構成と脳の
ポリユームレンダリング表示例
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工学部の将来像

研究大学院のビジョン
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